
第１学年　算数科学習指導案

１　単元名「たしざん(2)」
２　単元について
（１）児童の実態 　　（２）学習材の価値

（３）単元の目標

（４）支援の重点

本単元は，10の補数関係に着目して，加
数(または被加数)を分解して，｢10といく
つ｣という２つの数の構成として数をとら
える考え方を用いて，和が10以上になる数
量関係に拡張させることがねらいである。
この単元において，10にまとめていくよさ
を理解させることによって，加法の習熟を
図るとともに，数え足しからの脱却も見据
えた指導が可能である。
計算のしかたを理解する場面では，10の
まとまりを作るのに，加数と被加数のどち
らを分解してもできることを経験させたう
えで，どちらを分解するとより作りやすい
か，速く計算できるかなどを考えさせるこ
とも習熟させるのに有効である。
本単元で扱う，和が10以上になる，繰り
上がりのある加法の計算は，児童にとって
かなり抵抗の大きいものであると考えられ
るので，数え棒，ブロックなどを用いた活
動を十分させることで，計算の仕組みやそ
の意味を児童自らの力で見い出させること
が可能になると考えられる。

○　具体物を使いながら，進んで加法の計算をしようとする。　　　　（関心・意欲・態度)
○　既習の加法や10のまとまりの考えを用いて，繰り上がりのある計算の仕方を考えること
ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な考え方)

○　１位数と１位数の繰り上がりのある加法で，計算が正しくできる。　　　（表現・処理)
○　１位数と１位数の繰り上がりのある加法で，計算の意味や方法が分かる。（知識・理解)

○　具体的な算数的活動の重視
　・　念頭だけの活動でなく，具体物を使った活動する時間を十分に確保する。
○『数学的な考え方』を育成する評価と指導
　・　帰納的な考えを使って自ら決まりを見つけ，友だちとの交流の中で，数の見方も広げ
　る。また，関数的な見方の素地を身につけさせる。

○　基礎・基本の定着のために
　・　カード練習やカードゲームをすることで習熟を図る。



３　単元の評価規準

４　学習指導計画（全１２時間…本時10／12）

○ ◎
●答えが同じカードを集め，被加数と

加数の関係を考える。（本時）

●ゲームに積極的に取り組み，加法の計

算に習熟する。

●たし算カードを順序よくならべ，きま

りを見つけることができる。

●１つの数をいろいろな数の和として考

えることができる。

●意欲的にゲームに取り組む。

●繰り上がりの加法の計算が正しくでき

る。

●進んでいろいろな加法の問題場面を想

起して，問題作りに取り組むことがで

きる。

●加法の問題であることを判断する。

●繰り上がりのある計算が正しくできる｡

●加数分解，被加数分解の考え方や。５

と５を合わせて10を作るという考え方

など，いろいろな方法で考えることが

できる。

●10のかたまりが作りやすいように考え

ることができる。

●10のかたまりを作るために，加数の３

を１と２というように分解して考える

ことができる。

●加数分解による計算ができる。

●９にたす計算のしかたが分かる。

●たしざんすごろくを通して加法の習熟を

する。

●折り込みの計算ゲームをする。

●既習事項の理解を深める。

●計算カードを使ってゲームをし，計算に

習熟する。

●繰り上がりのある加法の計算カードを使

い，計算練習をする。

●問題作りの活動を通して，加法の意味の

理解を深める。

●自分の作った問題を発表する。

●加法の場面であることを理解し立式す

る｡

●いろいろな方法でたし算の計算をする｡

●８+６について計算方法をいろいろ考え

る。

●10のかたまりを作る方法がいろいろある

ことに気づく。

●被加数を分解することによって，10のか

たまりを作る場合について考える。

●繰り上がりのある加法の計算で，10のか

たまりの作り方を考える。

●10のかたまりを作るためには，加数を分

解すればよいことを知る。

●加法が用いられる場面を理解し繰り上が

りのある加法の答えの求め方を考える。

●10のかたまりを作ればよいことを知る。
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◎の具体的内容知表考関

評価の観点

１位数と１位数の加

法で繰り上がりのある

計算の意味やその方法

が分かる。

１位数＋１位数で繰

り上がりのある計算

を，加数または被加数

を分解し10のまとまり

を作って計算できる。

10のまとまりの考え

を用いて，繰り上がり

のある計算の仕方を考

えることができる。

１つの数を色々な数

の和として考える。

１位数と１位数の加

法で繰り上がりのある

計算に進んで取り組

み，その計算のしかた

を考えようとする。

知識・理解表現・処理数学的な考え方関心・意欲・態度
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５　本時の学習
(1)　目標
○　答えが同じたし算カードを順序よく並べることを通して，被加数と加数の関係やたし算の
きまりを考えることができる。

(2)　本時の主張点
○　カードを並べ，きまりを見つける活動を通して，数が整然と並ぶ驚きをもとに，その美
しさにも触れさせたい。

(3)　学習指導過程

○　前時のカードゲームの続き
として，同じ答えのカードを
選び出させる。

○　落ちがないかは，順序よく
ならべるとわかったことを，
思い出させる。

○　もう１つ｢12｣と｢15｣のどち
らをならべるかは，児童に選
ばせる。

○　３つの列の並び方から，他
の答えの列を予想させる。

（動かせるように，ｶｯﾀｰﾏｯﾄ上
に印刷したｼｰﾄを敷いて）

●　もとの数を１減らしたら，
たす数を１増やし，順序よく
考えることができたか。

   [考え方］(観察･発表･表現物)
○　きまりを見つけやすいよう
に，ペアでカードを並べ，一
緒に考えさせる。

●　並べたカードからきまりが
みつけられたか。

   [知・理］(察･発表･表現物)
○　自分できまりをみつけたと
いう満足感を持たせたるとと
もに，きまりの美しさにふれ
させる。

○　いくつかのカードを取り除
いて，何があったか考えさせ
たり，カードの続きを考えら
れないか問いかけたりする。

　
児童の意識の流れ 指導と支援(○)・評価(●)過程
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１　答えが｢14･13｣にな
るカードを集める。

・　前時のｶｰﾄﾞｹﾞｰﾑ　
の続きとして行う。

２　残りのカードをなら
べると，どうなるか予
想する。

３　全部のカードをきち
んと並べて調べる。

　・　ペアで　

５　見つけたきまりを，
まとめる。

学習活動

答えが同じになるたし算カードをならべて，きまりをみつけよう。

・　気がついたことを
発表する。

カードを順序よく並べるて，
見つけたきまりを使うと，どこ
にどんな式が入るか分かるよ。

これで答えが同じカードが全
部あるのかな。わからないな。
カードの並べ方は，どんな順
番がいいかな。

順々に，階段のようにならぶ
のだろうか。
答えによって，カードの数が
ちがうんじゃないかな。

・　もとの数が１へると，たす
数が１ふえるよ。

・　たす数が１ふえると，答え
も１ふえているよ。

・　答えの大きさで，カードの
枚数がちがうよ。答えが大き
いとカードが減るよ。

・　カードが階段みたいに並ん
だよ。

・　同じたす数が，ななめに並
んでいるよ。

13
9+4
8+5
7+6
6+7
5+8
4+9

12
9+3
8+4
7+5
6+6
5+7
4+8
3+9

14
9+5
8+6
7+7
6+8
5+9

15
9+6
8+7
7+8
6+9

16
9+7
8+8
7+9

17
9+8
8+9

18
9+9

11
9+2
8+3
7+4
6+5
5+6
4+7
3+8
2+9

「１４」と「１３」では，
カードの数がちがうよ。
他のカードはどうなるのだろ
うか。

もとの数の変わり方とたす数
の変わり方には，何か決まりが
あるのだろうか。

9+5
8+6
7+7
6+8
5+9

9+4
8+5
7+6
6+7
5+8
4+9

？？



（１）研究主題

「 考 え る 力 を 育 て る 指 導 を 目 指 し て 」
単元名「繰り上がりのあるたし算」

（２）はじめに -指導要領より-

○ 算数科の目標

○ 数学的な考え方について

特に，数についての多面的な見方（数の合成・分解，数を和や差として表す），式で表す，式を読む－「算

数の言葉」－，が，本単元で育成したい考え方である。

（３）単元について

《単元の目標》

○ 具体物を使いながら，進んで加法の計算をしようとする。

○ 既習の加法や10のまとまりの考えを用いて，繰り上がりのある計算の仕方を考えることができる。

○ １位数と１位数の繰り上がりのある加法で，計算が正しくできる。

○ １位数と１位数の繰り上がりのある加法で，計算の意味や方法が分かる。

《単元の重点》

○ 具体的な算数的活動の重視

・ 念頭だけの活動でなく，具体物を使った活動する時間を十分確保する。

○ 『数学的な考え方』を育成する評価と指導

・ 帰納的な考えを使って，自らきまりを見つけ，友だちとの交流の中で，数の見方も広げさせる。また，

関数的な見方の素地を身に付けさせる。

○ 基礎・基本の定着のために

・ カード練習やカードゲームをすることで習熟をはかる。



（４）本時の学習について

○ 目標

答えが同じたし算カードを順序よく並べることを通して，被加数と加数の関係やたし算のきまりを考えることが

できる。

○ 本時の主張点

カードを並べ，きまりを見つける活動を通して，数が整然と並ぶ驚きをもとに，その美しさにも触れさせたい。

（５）本時の展開と児童の様相

① 答えが「14・13」になるカードを集める。

② カードを並べて見つけたことを話し合う。（予想も）

③ 全てのカードを並べる。（ペアで）

④ 見つけたきまりを発表し，まとめる。

⑤ 見つけたきまりを使って，解決する。

・ 黒板に貼られた答えが12になる足し算のカードを順番に並べながら，子どもは「こちらが一つずつ少なく

なっている。」「このきまりでいくと，まだ他にもカードがあるかもしれない。」「答えを一つずつ変えたカ

ードを並べると，同じ数が斜めにならんでいく。」などの反応をしていた。

・ ２人組で並べ替えた後，全体で話し合う場面では，「足し算カードが同じような順番で並ぶ」「横に見る

と（加数が）一つずつ増えていく。」「たてに見ると，（被加数が）一つずつ減る。」など，並び方のきまり

をみつけていた。

・ 抜けている足し算のカードを探す場面では，「横向きに見て，両側のカードを見れば，真ん中の抜けたカ

ードがわかる。」と，きまりを活用していた。

（６）成果と課題

成果 ・ カードを並べた表を「たて・横・ななめ」と，多面的に見てきまりを見つけようとしていた。

・ 「落ち」がないか調べる時は，順に並べるとよいことが理解できた。

・ 見つけたきまりを使って，カードのないところも考えようとする意欲が高まった。

課題 ・ 自分の考えと友だちの考えを比べながら聞いたり，共通点や違いを意識した発表が十分でない。

・ 本時何が身に付いたのか，学習を振り返る時間をとり，考えさせることが必要である。

（７）討議

質問 Ｑ：ノートの使用について。

Ａ：見つけたきまりを書かせようと考えていた。

Ｑ：表の一部分を見つけてから全体のきまりを見つけることができにくかったのはなぜか。

Ａ：多くの教科書会社は本実践のような並べ方をしていた。並べることに対してよりも，計算をするという

ことに対しての意識の方が強かった。

Ｑ： 本時は繰り上がりのある足し算の発展。発展として扱うのであれば，基礎基本は本単元のどこである

かをはっきりさせておきたい。足し算の演算のきまりの確認がそれかなと感じていたが，その意味付け

はどうだったか。

Ａ： 一つの数を多面的にとらえることが大切だと考えて実践を行った。

意見 ・ 低学年期から，本時のような数の見方をさせることは大切である。板書を見ると，数をかいたカードで

しめられていた。本時，計算は既習の場面からスタートし，さらに，具体物での納得，操作があった上で

あれば，子どもの見方も広がったのではないか。

・ 実践の様子を見ると，子どもの意識は横に向かっていた。本時のような並べ方だと，加数も被加数も同

時に変わっていくので，横がわかりやすかったのではないか。１学年とすれば，どちらかが固定されてい

れば，たてのきまりも見つけやすかったのだろう。



・ 自分も同じような実践を行った。その際のねらいは関数的な考えを広げていきたいとねらった。本実践

のねらいから考えると，もう少し加数・被加数の関係を考えることまでねらって深めていってもよかった

のではないかと感じる。

・ 説明のときに具体物を使ってなぜこのような並びになるか説明させる，そうすれば，その場ではまだ理

解の途中にあった子どもでもにとってもきまりをみつける手がかりとなったのではないか。

・ 黒板でしたことと，実際に机の上でされたことが異なっていたように感じる。計算をせずに，きまりだ

けを考えて並べた子どもは早く並べることができていた。何をねらいにするかによって活動は変わってく

る。

・ 楽しく意欲的な様子がよくわかる。「算数がすき」な子どもが育っている」

・ カードが多く，情報が多すぎたかもしれない。子どもの意見を聞きながら，その発言が被加数について

の発言であれば，教師が被加数を全てかくすなどする，つまり，情報にマスクをかけて意識を集中させる

のも有効な支援の一つだ。

・ 関数的な見方を育てるのは，計算力を育てることにも有効だと考える。この考え方そのものが計算力を

高めることにつながっていくと感じ，非常に重要な実践だと思う。このカードの並びを見たときに，この

階段のような表から，もっと大きなものもあるのだろうかというように，引き続き数の世界への学習への

興味を持たせることにも有効だと考える。（実際に子どもは，この後，表の続きに興味を覚えていた。）

（８）指導

・ 計画段階では，カードが多いと感じていたが，実践では大変スムーズに組織できた。ただ，子どもの処理の範

囲についても配慮していくことも必要だ。

・ 非常に意欲的で，全体としては理解が深まったと感じた授業でも，個を見てみると，つまずいている子どもが

いる。我々は，その差を認識しておかなければならない。先生が思う以上に，子どもにとっては飛躍がありとま

どう内容もある。

・ 算数は「もの」ではなく「数」の勉強が中心となる。

例えば５は「りんごが５こ」あれば，数えなくても子どもはすぐ「５つある」と理解できる。しかし，数字の「５」

は，色も，形も省略されており，そこで子どもにとっては大きな認識の飛躍があり，「５」を理解できない事態

も発生する。５という数字を理解するときには，数えるなどの「同じ行為」をするのが５ですよと，その数字の

「背景」を想起できるような状態にしてから理解させていく必要がある。

・ 目の前に「●● ●●●」と，具体物があれば，たそうと考えることはできる。しかし，「２」と「３」と数

字を提示された場合，それをたそうとすることはなかなかできない。２とは「りんごが２こと同じだ」３とは「り

んごが３こと同じだ」と，背景を想起できたとき，たそうとする意識が生まれる。

・ 数字だけの学習になると，時に飛躍が高すぎて理解せぬままに進むことがある。

・ 授業では進んで「○○したい。」という子どもの気持ちが重要になる。教材の質や，教師がそれをどうやって

投げかけるのかが大切である。

・ 新しい発見があるときに，計算の仕組みや，その意味を自らの力で見出すようになる。


